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会  議  録

会議の名称 平成３０年度第２回春日部市総合教育会議

開 催 日 時 平成３１年２月１３日（水）
開 会 午前・午後 3 時 58 分

閉 会 午前・午後 5 時 02 分

開 催 場 所 教育センター１階 委員会会議室

出

席

者

構 成 員

春日部市長 石川 良三

【教育委員会】

教育長 植竹 英生

教育長職務代理者 金森 良泰

教育委員 水沼 章文

教育委員 川端 知里

教育委員 岡田 新司

説 明 者

そ の 他

【市長部局】

総合政策部長 桜井 厚

総合政策部次長兼政策課長 波多野 康治

【教育委員会】

学校教育部長 大山 祐二

学務指導担当部長 川崎 信雄

社会教育部長 小谷 啓敏

学校教育部次長 高橋 弘道

社会教育部次長 関根 敦夫

事 務 局
政策課 企画・行政改革担当主幹 岡田 務

政策課 企画・行政改革担当主査 宮下 卓也

次第及び公開・一

部公開・非公開の

区分

１ 開会

２ 市長あいさつ

３ 教育長あいさつ

４ 協議・調整事項

（１）放課後児童の居場所づくりについて

５ 事務連絡

６ 閉会
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一部公開・非公開

の場合はその理由
□ 要綱第７条該当：

配 布 資 料 ・平成３０年度第２回春日部市総合教育会議 次第

・放課後子ども教室開催状況（平成３０年１２月２８日現在）

会議録の作成方法 □ 録音テープ等を使用した全文記録

■ 録音テープ等を使用した要点記録

□ 要点記録

会議録の署名           春日部市長  石川 良三
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発 言 者 発言内容 ・ 決定事項

総合政策部長

石川市長

植竹教育長

総合政策部長

学校教育部次長

総合政策部長

金森教育長職務代理者

社会教育部次長

水沼委員

学校教育部長

【１ 開会】

【２ 市長あいさつ】

【３ 教育長あいさつ】

【４ 協議・調整事項】

（１）放課後児童の居場所づくりについて

（１）放課後児童の居場所づくりについて、事務局から説明をお願

いします。

≪放課後児童の居場所づくりについて≫

 ただいまの説明について、ご意見等はありますか。

 各学校における放課後子ども教室の開催回数が異なる理由を伺

います。

 各学校の放課後子ども教室は、地域の皆様方などで組織された実

行委員会によって運営され、実施可能な範囲で開催されていること

から開催回数に違いがあります。

 放課後児童クラブと放課後子ども教室の一体型の取り組みを進

めている自治体があると耳にしておりますが、春日部市の状況を伺

います。

 一体型の取り組みについては、放課後児童クラブと放課後子ども

教室の児童が、同一の小学校内等の活動場所において、放課後子ど

も教室の開催時にその活動に参加できるものであり、本市において
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水沼委員

社会教育部次長

石川市長

学校教育部長

川端委員

社会教育部次長

も取り組みを行っている状況でございます。このほか、一体的な取

り組みについて、他自治体を参考に研究を進めてまいります。

 指定管理者制度による管理が行われている放課後児童クラブに

ついて、今後、管理者の変更が行われた場合、放課後子ども教室と

の連携に変更が生じるか伺います。

 現在、放課後児童クラブの管理者には、放課後子ども教室の活動

に関する資料の配布、活動に参加する児童の引き取りなどの連携を

いただいている状況です。管理者の変更後も継続して協力を求め、

また、可能であれば事業展開等の連携も図ってまいりたいと考えて

います。

 放課後児童クラブと放課後子ども教室について、それぞれの趣旨

から放課後児童クラブは、指導員の管理の下、有料で児童の居場所

を確保することなどを行っています。放課後子ども教室は、自治会

等の地域の皆様方のご協力の下、ボランティアで行っていただいて

いる状況です。

 放課後子ども教室につきましては、地域の皆様方が学校の児童と

かかわり、児童が様々な体験をすることが目的です。

 放課後子ども教室の運営に関して、運営者の負担の声もあります

が、活動の支援に関する要請と意見を受け止める場の状況を伺いま

す。

 放課後子ども教室の運営に関しまして、実行委員会から活動の支

援に関する要請があることも伺っています。意見を受け止める場に

つきましては、この実行委員会があります。また、放課後子ども教

室の運営に関しては、地域のご協力の下、運営を行っていただいて

いる状況ですので、運営条件の範囲において、各実行委員会での調
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川端委員

植竹教育長

岡田委員

川端委員

社会教育部次長

石川市長

岡田委員

整をお願いしております。現時点におきましては、教育委員会とい

たしましても、こうした調整をさせていただいています。また、今

後も様々な課題が生まれることもありますが、調整を行うことな

ど、検討を進めてまいります。

 放課後子ども教室の運営を継続していくためには、組織的な運営

などへの支援が課題であると考えます。

 放課後子ども教室の運営に関して、負担も見受けられますが、運

営の要請に関しましては、学校の協力に対する要請が多くございま

す。しかしながら、放課後子ども教室と学校では、組織が異なり、

学校による積極的な運営支援が難しいため、相談を受け止められる

体制の構築が課題であると考えております。

 地域毎の実情などもありますが、放課後子ども教室の運営を継続

させていくためには、アンケート等により、現場の状況を広く把握

し、改善を検討することも必要であると考えます。

 運営者の負担を和らげるためには、より効率的に運営を行えるこ

とが必要であり、改善が図られるとよいと考えます。

 今後は、運営者の負担を和らげるため、相談窓口を設けることも

検討していきます。

 運営に関しては、無理の無い範囲で行うことも必要です。また、

運営者の相談に乗ることも検討する必要があります。ご意見等を踏

まえ、改善を図り、より良いものなればと考えています。

 放課後子ども教室の運営が長続きするよう、現場の声を吸い上げ

る必要があるのではないか。
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学校教育部長

植竹教育長

社会教育部次長

石川市長

総合政策部次長

石川市長

総合政策部長

総合政策部次長

 本市の放課後子ども教室は、運営の早い地域で、平成２０年から

取り組まれています。このため、これまで積上げられたノウハウを

活かすことができると考えています。

地域によって運営者も異なるところがあるため、運営者間の情報

を整理し、また、運営者間の交流を図ることで運営の改善が図られ

ると考えます。

 現場の声を吸い上げていく仕組みを考えていきます。

 地域には多くの財産があります。現在も地域の様々な方にご協力

をいただいておりますが、今後もご協力をいただきながら、同じ方

向に向かって取り組んでいただけますと、大きな力になると考えま

す。

 今後、放課後児童クラブの指定管理者の変更を予定しておりま

す。指定管理者が放課後子ども教室のノウハウを有している場合も

ありますので、放課後児童クラブの指定管理者との協議において、

放課後子ども教室運営の手助けとなる情報も伺っていきたいと考

えています。

 放課後子ども教室の運営は、ノウハウを身につけることによっ

て、より負担が無く運営がなされていくと良いと考えます。

【５ 事務連絡】

 平成３１年度の総合教育会議につきましては、１０月、２月の定

例教育委員会後の開催を予定してございます。また、適宜、協議・

調整事項等がございましたら必要に応じて開催させていただきま

す。 
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総合政策部長 【６ 閉会】

 議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。

       平成３１年２月１３日

        署名者の職・氏名    春日部市長 石川 良三


